














































第 1 に、のれんを何らかの無形資産からなると解する見解であり、潜在的無形資産説 (4)、
無形財的暖簾観 (5) などとよばれている。この見解のもとでは、個別に測定・認識されない無
形資産の集合体としてのれんが理解され、のれんに含まれる可能性のある項目が具体的に
列挙される (6)。第 2 に、のれんを超過利益またはその源泉ととらえる見解であり、超過利益
説 (7)、超過利潤的暖簾観 (8) などとよばれている。この見解では、のれんの測定方法に焦点を当
てた説明がなされる (9)。第 3 に、のれんを投資額と受入純資産の差額ととらえる見解であり、
差額説 (10)、残余的暖簾観 (11) などとよばれている。かかる見解のもとでは、のれんの構成要素
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